
2017/02 

２０１７年度 特許情報・調査セミナー 

ＪＰ－ＮＥＴの実践的活用法 
日常的に遭遇するこんなテーマはこうして検索する 

検索のキー発見のアプローチ、基本的な機能とその使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申込締切】 セミナー開催日の３営業日前までとさせていただきます。 
【申込方法】 ＦＡＸまたはｅメールでお受けいたします。FAX：03(5512)7810 ﾒｰﾙ: chizai-semi@jpds.co.jp 

（受講票をメールまたはＦＡＸにてお送り致します。５営業日以内に届かない節はご一報ください。） 

【キャンセル】セミナー開催日前１０日以降にキャンセルされた場合には、受講料を請求させて頂きます。 
但し、講師の都合などで急遽開催が見送られた場合には受領済みの受講料を返却させて頂きます。 

 

 

「ＪＰ－ＮＥＴの実践的活用法」（大阪）申込書 

日本パテントデータサービス株式会社 知財研修部 行 （ＦＡＸ： ０３－５５１２－７８１０） 

会社名  部課名  

住 所 〒 

TEL  FAX  

参加希望日： □6月 23 日 □10 月 20 日 

受講者氏名  所属  特許検索経験 □有(  年)□無 

E-mail  

受講者氏名  所属  特許検索経験 □有(  年)□無 

E-mail  

支払方法 □単独請求書・銀行振込 □当日現金 □合算請求(お取引ｺｰﾄﾞ:         ) 

備考：  

初 級 

お申込日  年  月  日 

B03 

講 師：井手 功人 

日本パテントデータサービス株式会社 

知財研修部課長 

場 所：当社大阪営業所セミナー室 

大阪市西区靭本町１－７－１８ 

ビーイングビル２Ｆ 

TEL:06(6448)7401 FAX:06(6459)4588 

時 間：１日間コース（10:00～16:00） 

受講料：7,000 円（税別） 

定 員：20 名（先着順申し込み） 

開催日：6月 23日（金）、10月 20 日（金） 

ＪＰ－ＮＥＴを導入したが多機能でうまく使いこなせていないといったお悩みはありませんか？実

際の特許調査が必要となる特許公報の選別作業や分類選定などの実務作業に役立つ基本機能から、オ

プション機能までの有効活用法をＰＣ実習によって体験して頂きます。研究・開発部門や知財部門で

ＪＰ－ＮＥＴによる特許調査を行う方々向けです。（実習では想定事例による調査のステップを追って

ご紹介いたします。） 

大 阪 

ＰＣ実習 

JPDS

中央大通

本町富士ビル
APA 
HOTEL

大阪科学技術館

三井のリハウス
近畿富山会館

靭公園前

地下鉄四つ橋線
本町駅

＊ 地下鉄四ツ橋線 本町駅下車 ２５番出口より徒歩５分
＊ 地下鉄御堂筋線 本町駅下車 ２番出口より徒歩６分

難波

梅田

靭公園

地下鉄御堂筋線
本町駅

西梅田

難波

25

2

ガソリン
スタンド

本町通

北御堂

ドトール

備後3

瓦町三

御
堂
筋

四
ツ
橋
筋

関西アーバン
銀行

阪
神
高
速

環
状
線

阪神高速 大阪港線
地下鉄中央線

本町駅

日本パテントデータサービス株式会社
－ビーイングビル2階。 お問合せ先:06-6448-7401－

Ｎ

竹中工務店
ファミリーマート

ＩＢＭ

ミニ
ストップ



【セミナースケジュール】 ＪＰ－ＮＥＴの実践的活用法 

１０：００  講師ご紹介 

  １０：０５ 

 

Ⅰ）技術動向を見る 

・ 想定事例；イチゴ摘みロボット 

（テーマ確認、参考公報収集、分類・技術用語等有力情報取得） 

【機能例】コマンド方式検索、審査経過情報、引用文献情報、式編集・取

込み、各種表示・印刷、CSV 機能など 

  １１：４５ 
昼休憩 

  １２：４５ 

 

Ⅰ）のつづき 

 

  １３：１０ 

 

◎検索演習 

 

  １４：００ 

 

Ⅱ）公知例を探す 

・ 想定事例；水電池 

（対象特許の内容確認、検索式の策定） 

【機能例】ＭＡＰ集計機能、ソート機能、検索式の保存・再利用機能など 

１４：２０ 休憩 

１４：３０ 

 

 Ⅱ）のつづき 

 

  １５：０５ 

 

◎検索演習 

 

 質疑・応答 

  １６：００ 終了 

【備考】 

・ 実例のテーマについては変わることがあります。 

・ 検索機能の説明はコマンド入力方式（オプション契約）を中心に行います。ただし、コマンド入

力方式による検索式作成方法は、通常機能のメニュー方式（論理式）と共通です。 

・ 本講座は、基本的な調査方法の理解ができる方、または「はじめての特許調査（Ⅰ/Ⅱ）」講座を

すでに受講された方にお勧めいたします。 

・ 各人１台のパソコンを使用してのデータベースの検索実習を予定しております。 

・ セミナーご参加の方で事前にご質問や特に説明をお聞きになりたい内容がございましたらお申出

下さい。可能な限りお答えさせていただきます。 

 


